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一 般 質 問 発 言 通 告 内 容 

 

個人第１号 氏 名   船橋 厚     

 

質 問 項 目 

№ １ 
大規模災害に対する備えについて 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

日本は、季節の変わり目に多くの雨が降り、常に災害が起きる可

能性がある。そのようなことから、毎年各地で水害や土砂災害、地

震など大きな災害に見舞われている。 

最近は、特に地球の温暖化の影響も受け、春と秋が短く、「非常に

暑い」と「非常に寒い」という気象が両極端に発生しており、近年

は、災害が甚大化しており、新たな防災対策が求められている。 

 

（１）基幹的広域防災拠点について 

ア これまでの進捗状況について伺う。 

イ 今後の予定について伺う。 

ウ 本市への影響について伺う。 

 

（２）本市の災害対策について 

ア 災害対応の基準について伺う。 

イ 近年の災害対応状況について伺う。 

ウ 避難所の Wi-Fi の整備について伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



- 2 - 

 

 

 

個人第２号 氏 名   稲垣 衿子    

 

質 問 項 目 

№ １ 
児童生徒一人ひとりが輝く教育について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

国の「ＳＤＧｓアクションプラン２０２２」の重点事項の中には、

あらゆる人々が活躍する社会・ジェンダー平等の実現が掲げられて

おり、市の教育現場においても、性的少数者（ＬＧＢＴ）への配慮

や多様性、人権の尊重など議論を重ねられており、児童生徒一人ひ

とりが自分らしく輝く教育が求められています。 

 

（１）ジェンダーレス制服について 

社会や時代の変化に合わせて、すでにジェンダーレス制服を 

導入している自治体も増えており、生徒が「自分らしく」誰も 

が心地よく着ることができる制服が、今、求められています。 

 

ア 制服について市の考えをお尋ねします。 

  イ 保護者・教職員・生徒の声を踏まえた検討委員会を設置して 

推進していく考えはないか、お尋ねします。 

  ウ 児童生徒を対象にアンケート調査を実施し実態把握する考

えはないか、お尋ねします。 

 

（２）ヤングケアラーについて 

国では、２０２２年度から３年間を「集中取組期間」と定め、 

積極的な広報活動を行い、認知度５割を目指し早期発見をして 

適切な支援に繋げるとしています。 

 

  ア ヤングケアラーは、支援が必要であっても表面化しにくい現 

状である。市の実態はどうか、どのように把握しているか、お 

尋ねします。 

  イ ヤングケアラーと思われる児童・生徒に対しての支援体制

は、どのようになっているか、お尋ねします。 

 

（３）生理の貧困対策について 

現在、各学校の保健室において生理の貧困対策を実施してい 

るが、「保健室に取りに行くことに気を遣う」と言う声がある。 

拡充していく考えはないか、お尋ねします。 
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個人第２号 氏 名   稲垣 衿子    

 

質 問 項 目 

№ ２ 

障がいのある人も安心して暮らせる共生社会の実現に

ついて 
備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

障がいのある人も誰もが安心して地域の一員として人格と個性を

尊重し支え合う共生社会の実現を目指していきたい。 

障がい者計画は、障害者基本法に基づいて障がい者施策の総合的

で計画的な推進を図ることを目的として、基本的な方向性を定める

計画である。 

市の第３次障がい者計画は、市の障がいのある人の自立と社会参

加の支援等の施策を総合的、計画的に推進するための基本的な計画

で、平成３０年度から令和５年度までの計画である。 

来年度に新たな計画が策定されるが、現計画の方向性、取組状況

についてお尋ねします。 

 

（１）第３次障がい者計画の方向性についてお尋ねします。 

 

（２）３つの重点施策の進捗、取組状況について、お尋ねします。 

ア 権利擁護支援の推進について 

  イ 地域生活支援拠点の整備について 

  ウ 相談支援体制の充実について 

 

（３）第３次小牧市障がい者計画の分野別施策の方向では、８つの 

基本目標がある。その進捗、取組状況について、お尋ねしま 

す。 

 

（４）デジタル障害者手帳「ミライロＩＤ」を導入する考えはない 

か、お尋ねします。 
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個人第３号 氏 名   小島 倫明    

 

質 問 項 目 

№ １ 
小牧市温水プールについて 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）小牧市温水プールの現状について 

  ア 利用状況について伺う。 

  イ 施設管理の状況について伺う。 

  ウ 令和３年度に実施した劣化診断調査の結果について伺う。 
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個人第４号 氏 名   小川 真由美   

 

質 問 項 目 

№ １ 
ハーモニーⅣ 男女共同参画について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

少子高齢化、人口減少が急速に進む中で女性の活躍支援、ワーク・

ライフ・バランス（仕事と生活の調和）、男女共同参画の視点にたっ

た防災対策、男女間の暴力に関する問題の多様化への取組等、男女

共同参画に関する様々な課題の解決が、今もなお求められています。

また、現在も性別による役割分担意識は根強く、それに基づく男女

の不平等はいまだ解消されていないのが現状です。子育てや介護、

地域活動の場への男性の参加・参画や政治経済の場における女性の

活躍が進んでいないなど、依然として多くの課題が残されています。 

 

（１）男女共同参画を取り巻く社会状況について 

小牧市では、これまでにも様々な取組をしてきたが、その効 

果や成果をどのように考えていますか。 

 

（２）女性の活躍の促進について 

ア 政策・方針決定の場における男女共同参画の推進具合は、ど 

のようになっていますか。 

イ 働く場における男女平等の促進の状況は、どのようになって 

いますか。 

 

（３）ワーク・ライフ・バランスの普及と理解の促進について 

公のワーク（仕事）と私のライフ（家庭・趣味・余暇）との 

バランスの実現へ向けた取組や両立支援策を伺います。 

 

（４）普及・啓発について 

「小牧市男女共同参画基本計画 ハーモニーⅣ」が策定されま 

した。待機児童対策をはじめ、ＤＶの防止、女性の就業支援、 

ワーク・ライフ・バランス支援など多岐にわたり、男女共同参 

画に関する施策です。普及・啓発をどのようにしていますか。 
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個人第４号 氏 名   小川 真由美   

 

質 問 項 目 

№ ２ 
小牧市温水プール臨時休館延長について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

小牧市温水プールの臨時休館が、どんどんと延長されます。 

コロナ禍で、これまで自粛となっていた小中学校の水泳も、この

夏から始まります。また真夏日という暑い日も続くため、子供から

大人まで、水泳を楽しみにしている市民も多いです。 

しかし当初は、半年位の予定だった温水プール臨時休館が、複数

年をかけて大規模修繕をする必要が生じるとのことですが、その詳

細をお尋ねいたします。 

 

（１）建物劣化工事について 

工事の内容等の詳細を伺います。 

 

（２）オープン予定について 

 複数年をかけて大規模修繕をする必要が生じるとのことです 

が、オープンの予定をいつと考えていますか。 
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個人第５号 氏 名   鈴木 裕士    

 

質 問 項 目 

№ １ 
北西部地区の道路整備と渋滞緩和対策について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

内陸工業都市を標榜し物流の拠点である西部地区の慢性的な渋滞

対策と道路整備は、当市の喫緊な課題である。村中交差点において

高架橋の凍結防止工事や右折２車線工事が完了し、少しずつ渋滞は

緩和されつつあるが、今後この地域に計画中の工場や倉庫建設に伴

う新たな渋滞を地域住民は心配している。今回、西部地区の中でも

国道４１号と北尾張中央道が交わり、高速道路小牧インターや名古

屋高速道路の出入口が重なる内陸工業都市の中心に位置する北西部

地区に焦点を絞ってお聞きする。 

 

（１）県管理の道路事業について 

  ア 北尾張中央道の４車線化の整備状況について問う。 

  イ 村中交差点の渋滞対策について問う。 

  ウ 県道宮後小牧線の横内交差点および横内西交差点の渋滞対 

策について問う。 

 

（２）市管理の道路事業について 

ア 近年の整備状況について問う。 

  イ 今後の整備予定について問う。 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
こまき巡回バス「こまくる」について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 令和２年１２月に市内全域で再編された「こまくる」は利用者の

方々からのご意見などを踏まえて、さらに利用者の利便性が向上す

るようにルート・ダイヤなどについて令和４年３月に一部見直しが

行われた。ルートなどの見直し後、３か月が経過したが利用状況な

どについてお聞きする。また、近隣市町のコミュニティバスと接続

されているものの、多くの他市町のコミュニティバスが隣接市町へ

乗り入れているように「こまくる」が市外の駅などに直接乗り入れ

するとより利便性が高まると思うので、現状をお聞きする。 

 

（１）令和４年３月に実施した一部見直し後の利用状況について 

ア 各路線の利用状況について問う。 

イ 市に寄せられた利用者の声について問う。 

ウ 隣接する他市町が運行するコミュニティバスなどとの接続 

の状況について問う。 
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個人第６号 氏 名   稲垣 守     

 

質 問 項 目 

№ １ 
区画整理事業に伴う調整池について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

調整池は、宅地開発・区画整理事業等によってアスファルト舗装

部分が増えたりすることで、雨水が地中に浸透しづらくなるほか、

集中豪雨や近年増えてきた局地的豪雨などにより、河川の流下能力

を超過する恐れのある洪水を一時的に溜める池で、河川の局地的な

氾濫を抑える機能を有している。今回の質問は、小牧南土地区画整

理事業の調整池の河川でいう盛土された堤防の形をした部分の法下

の隣地との間にある排水の為に設置された排水路Ｕ字溝とフェンス

が何らかの影響により民有地側に移動し、隣地境界線を越境してお

ります。今後、どのように修繕方法が検討され、工事が進められる

のか確認しておく必要がある。 
 

（１）調整池の状況について 

ア 現在、調整池はどのくらいあるのか伺う。 

イ 調整池の管理はどのようにしているのか伺う。 

ウ 調整池設置基準はどのようになっているのか伺う。 
 

（２）南外山に設置している８号調整池について 

ア 隣地宅地への影響について把握されているのか伺う。 

イ これから修繕される計画、補償について伺う。 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
小牧市南スポーツセンター 水泳プールについて 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

小牧市温水プールについて令和４年３月末に提出された劣化調査

の最終報告において、施設の運営に支障のある劣化箇所が複数報告

された。このため、安心・安全にご利用いただくためには、複数年

をかけて大規模修繕をする必要が生じ、温水プールは当面の間休館

となる。小牧市の２つある市営プールの一つが休館となり小牧市南

スポーツセンター 水泳プールの入場者が増加すると予想される。 

昨年度新型コロナウイルス感染予防対策により南スポーツセンタ

ー 水泳プールは利用制限を行いながらの開館であったが、児童プー

ル利用者が怪我をされた。 
 
（１）小牧市南スポーツセンター 水泳プールについて 

ア 温水プール閉館による水泳プール使用者増加が予想される 

が使用について制限をかけるのか伺う。 

イ 直近の修繕工事の内容について伺う。 
 

（２）昨年度の状況について 

ア 昨年度開館した期間、入場者数を伺う。 

イ 昨年度の怪我等の発生状況について伺う。 
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個人第７号 氏 名   星熊 伸作    

 

質 問 項 目 

№ １ 
所有者不明土地の利用について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）地域福利増進事業について 

ア 本市の所有者不明土地の現状把握について伺う。 

イ 所有者不明土地の管理の適正化について伺う。 

ウ 本市が、地域福利増進事業で想定する対象事業について伺 

う。 

エ 所有者不明土地対策計画の作成及び所有者不明土地対策協 

議会の設置について伺う。 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
加齢性難聴者への支援について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）加齢性難聴者の補聴器購入助成について 

ア 県内他市町の助成の導入状況について伺う。 

イ 本市における費用助成の考えはあるか伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ３ 
乳幼児の健康状態の把握について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）乳幼児の健康診査について 

ア 乳幼児健康診査における保健指導について伺う。 

イ 疾患や障害が疑われる場合のサポートについて伺う。 

 

（２）子供のいびきについて 

ア 乳幼児健診において、「いびき」について聞き取りをしてい 

るか伺う。 

イ 小児睡眠時無呼吸症候群の注意を促すために、チラシ・ポス 

ターによる啓発をしていく考えはないか伺う。 
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個人第８号 氏 名   木村 哲也    

 

質 問 項 目 

№ １ 
岩崎清流亭の藤について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

清流亭は、本市岩崎の新木津用水のほとりにあった料亭である。

元は江戸時代からある休憩所で、外郎（ういろう）を売っていたと

伝えられ、明治時代までは舟着場としても利用されていた。敷地内

にある藤は、昭和３６年に愛知県の天然記念物に指定された。清流

亭が廃業し、現在建物は解体されているが、「岩崎清流亭の藤」は保

存されている。 

新濃尾農地防災事業の一環として今年度より岩崎地区の新木津用

水改修工事が開始されるが、工区には清流亭の藤が含まれている。 

 

（１）新木津用水の改修工事計画について 

ア 改修工事の目的について問う。 

イ 岩崎地区工事計画の概要について問う。 

 

（２）改修工事後の藤の整備計画について 

ア 天然記念物である藤の扱いについて県の見解を問う。 

イ 現段階で考えられる整備計画について問う。 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
キャッシュレス決済等の導入推進・普及促進について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

本市の商業振興施策を検討する基礎資料としての活用を目的とし

て、こまきプレミアム商品券事業等の効果検証、キャッシュレス決

済導入状況の実態調査、電子商品券や地域ポイント等導入の他市事

例や想定効果の調査結果が、本年４月に公表された。 

国の事業では、マイナンバーカード普及促進の一環として、マイ

ナポイント付与事業第２弾が本年６月末より本格化する予定であ

り、一方で、自治体による、子育て支援や健康推進等の活動につい

て、キャッシュレス決済サービスのポイントで給付を行う、自治体

マイナポイント事業も推進されている。 

 

（１）プレミアム商品券のデジタル化について 

現段階における導入について市の考え方を問う。 

 

（２）マイナンバーカードでマイナポイント第２弾について 

ポイント付与項目の概要について問う。 

 

（３）自治体マイナポイント事業について 

事業の概要について問う。 
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個人第８号 氏 名   木村 哲也    

 

質 問 項 目 

№ ３ 
自治区事務活動のデジタル化推進について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

本年度、区長事務デジタル化推進事業として、区長事務の軽減を

狙いとした「区長会連絡網」としての機能を持つスマートフォン等

向け専用アプリケーションの導入を行い、併せて、当該アプリケー

ションを活用し、電子回覧板や資料共有を区民で体験していただく

モデル区を募集・選定し、実証実験を行っていくとのことである。 

新しい生活様式を踏まえつつ、自治区の事務負担軽減をはかり、

区長・役員・組長のなり手不足問題を解決していこうとするもので

あり、本事業の推進が期待されるところである。 

 

（１）専用アプリケーションについて 

機能の概要について問う。 

 

（２）区長会連絡網について 

導入の状況について問う。 

 

（３）モデル区の実証実験について 

計画の概要について問う。 
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個人第９号 氏 名   小沢 国大    

 

質 問 項 目 

№ １ 
学校給食におけるアレルギー対応食について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

学校給食は、現代社会の子供たちにとって、栄養補給だけにとど

まらず、子供たちが健やかに成長していく過程で、欠かすことので

きない大変重要な食事の時間となっていると捉えている。年々食に

対するアレルギーを持つ子供たちが増えており、５０年前には、日

本ではほとんどいなかったが、現代社会においては、国民の３人に

１人が何らかのアレルギーを持っていると言われるようになった。

子供に関しては、４割を超えるとも言われている。子供たちが楽し

く給食の時間を過ごせるよう以下について問う。 

 

（１）アレルギー対応食の提供について 

ア 現在、対応しているアレルギー品目について問う。 

イ 現在、対象となっている児童生徒数について問う。 

ウ 対象者の推移について問う。 

 

（２）ユニバーサル給食について 

その後の検討状況について問う。 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
学校生活におけるマスク着用について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

新型コロナウイルスの感染拡大による子供たちのマスク生活も、

３度目の夏を迎えようとしている。熱中症対策を優先して文科省で

は学校管理下におけるマスクを外すことについて、登下校時や体育、

プールの時等マスクを外すことを示した事により、本市でも５月２

７日付けで各学校における対応が通知された。登下校時の児童生徒

達の現状をみると、マスクを外して良いとされている場面でもマス

クを外せない児童生徒や保護者から、体育時におけるマスクについ

ては、外せている学校とそうでない学校では対応に大きく差がある

と聞くところである。今年の夏も暑くなると予測されている為、子

供たちが安心安全に学校生活を過ごせるよう以下について問う。 

 

（１）これまでのマスク着用の対応について 

ア 小中学校での指導について問う。 

イ 保護者への周知について問う。 

 

（２）現在の児童生徒の状況について 

  ア 登下校時の状況について問う。 

  イ 体育の授業での状況について問う。 

  ウ 運動部活動の状況について問う。 
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個人第 10 号 氏 名   山田 美代子   

 

質 問 項 目 

№ １ 
旧図書館解体工事について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

アスベストの調査不足により当初の工事請負契約額１億 4500 万

円に対して変更設計額は約１億円増の２億 4500 万円となった。 

目に見えないアスベストの除去を目視で確認したと言うが、本当 

にアスベストが安全に取り除かれたかを問う。 

 

（１）屋上のアスベスト除去について 

屋上防水のアスベスト除去は水処理と聞いているが、その時 

の汚水処理の計画はどうなっていたかを問う。 

 

（２）石綿作業主任者について 

アスベスト除去完了を確認した有資格者とは誰かを問う。 

 

（３）ベランダのシート防水について 

市はアスベストの含有は無いと判断しアスベストの分析調査 

はしなかった。念を入れてアスベストの分析調査をするべきで 

はなかったかを問う。 

 

（４）騒音振動について 

ア 近隣住民からの苦情を市は把握しているのかを問う。 

イ 騒音や振動の基準は守られているかを問う。 

ウ 測定の記録はあるかを問う。 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
小牧市歴史館について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）大河ドラマ「どうする家康」の放映時期に合わせた改装に 

ついて 

ア 改装の内容を問う。 

イ 耐震調査と対策はしたのかを問う。 

ウ 今回の改装でアスベスト飛散の心配はないかを問う。 
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個人第 11 号 氏 名   安江 美代子   

 

質 問 項 目 

№ １ 

下小針中島二丁目地区の大型物流センター新築工事に

ついて 
備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）周辺住民からの苦情と市の対応について 

ア 旧建物の解体時から騒音・振動・ほこりで周辺住民は困って 

いると聞くが、騒音規制基準値８５デシベル・振動規制基準値 

７５デシベルは、守られているのか問う。 

イ 住民からの苦情があったときは、どのように対応するのか問 

う。 

 

（２）北里小・中学校、保育園、児童館への影響について 

周辺には北里小・中学校、保育園、児童館があるが工事中の 

影響や通学路の安全対策をどのように考えているか問う。 

 

（３）住民の相談窓口について 

施工事業者に住民の困りごとをきちんと伝え、解決できるよ 

うに市としての窓口をつくるべきだと思うが、見解を問う。 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
生理用品の学校トイレ常設について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）学校による生理用品の無償配布状況について 

無償配布後の実態を問う。 

 

（２）市民団体からの要望について 

ア 教育委員会に、「小中学校のトイレに生理用品の常備をして 

ください。」という要望書が出され、懇談もされたと聞いてい 

るが、教育委員会の対応を問う。 

イ 教育委員会から「試験的にどこかの学校でトイレにおいてみ 

る。」と回答があったが、実施状況を問う。 

 

（３）市としての具体的施策について 

生理用品はトイレットペーパーと同じようにトイレに常設す 

べきと思うが市の見解を問う。 
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個人第 12 号 氏 名   諸岡 英実     

 

質 問 項 目 

№ １ 
SRHR（性と生殖に関する健康と権利）の保障について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

セクシャル・リプロダクティブ・ヘルス＆ライツ（略称：SRHR）

は、「性と生殖に関する健康と権利」と訳され、1994 年にカイロで開

かれた国際人口開発会議において提唱された概念である。SRHR は、

ジェンダー課題と密接に関わっており、特に子供時代のジェンダー

規範の刷込みや体験が、性暴力やハラスメント、意図しない妊娠の

問題を助長し、生理の貧困や LGBTQ 差別、摂食障害などの生きづら

さを生む要因となっている。SRHR の理念に則り、子供たちのライフ

スキルとしての包括的性教育が、幸福や喜び、尊厳の実現を進め、

自己肯定・有用感の向上を図ることが重要と考える。 

 

（１）いのちと人権を大切にする包括的性教育の推進について 

ア 就学前（幼児教育・保育）の子供たちへの性教育はこれま 

でどのように行われてきたのか、伺う。 

イ 学校教育における性教育はこれまでどのように行われてき 

たのか、伺う。 

ウ 社会人や保護者等に対して、包括的性教育について学ぶ環境 

は整備されているか、伺う。 

 

（２）ウェルビーイングの為の取組と啓発について 

ア １０～２０代女性の１０人に 1 人が発症しているともいわ 

れている摂食障害は、社会・文化的要因、心理的要因、生物学 

的要因が複雑に関与していると考えられており、幼少期・学校 

現場での取組が求められるが、どのような予防対策を行ってい 

るのか、またどのような対応をされているか、伺う。 

イ 摂食障害は、医療機関で継続的に心身両面からの専門的医療 

を受けることやその治療の重要性を伝えることが必要であり、 

家族をはじめ周囲の人が摂食障害を正しく理解し対応するこ 

とが必要であるが、どのような支援策を考えているか、伺う。 

 

（３）教育現場等における生理に対する理解と環境整備について 

ア 職員の生理休暇の取得状況について伺う。 

イ 政府は令和３年４月より、子供・若者育成支援推進大綱に 

「学校での生理用品を必要とする児童生徒への対応を進めるこ 

と」などを掲げているが、学校で生理用品を必要とする児童・ 

生徒への対応はどのようか。 

ウ 各自治体で学校の個室トイレ等への生理用品の設置が取り 

組まれているが、市の見解を伺う。 
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個人第 12 号 氏 名   諸岡 英実     

 

質 問 項 目 

№ １ 
SRHR（性と生殖に関する健康と権利）の保障について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

エ 保健室に行けない女子児童生徒の多くが、これまで、物の貸 

し借りはしないようにと言われてきたにもかかわらず、友達同 

士で生理用品を貸し借りする、分け合うなどの対応を迫られて 

きたが、この事実について、いかに認識把握をしているか。 

オ 各校の個室トイレに生理用品を配置する事は、生と性のカリ 

キュラムを体現するものと考えるが、どうか。 

カ 多様な性を社会として包摂していく為にもまずは市役所や 

多世代交流プラザ、児童館などの多目的トイレ等から、限定的 

にでも、生理用品を置くことを検討されてはいかがか。 

 

 

  



- 17 - 

 

 

 

個人第 12 号 氏 名   諸岡 英実     

 

質 問 項 目 

№ ２ 
外国籍の子供たちへの教育環境整備について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 本市における外国人住民数は約１万人。総人口に占める割合は全

体の約６．５％で、本市は実に約６０ヵ国もの国々の方が住み暮ら

す、県内５番目の外国人集住都市となっている。コロナ禍で一時的

な外国人流入は減少したが、ポストコロナでは入管難民法改正によ

り再び外国人人口が増加するものと思われる。 

 改正入管難民法で家族帯同入国の幅が広がり、自治体はより一層

充実して外国人を単なる労働力ではなく、地域社会の一員として包

摂していく体制を整えていく事が求められている。特に子供たちに

は、すべての子供が持つ権利である教育を十分に受けられる共生社

会を実現していかなくてはならない。 

 

（１）市内に在住する外国籍の子供の現状について 

ア 就学年齢である子供の数及び小中学校への就学者数を伺う。 

イ 就学していない子供がいる場合の対応など現状を伺う。 

 

（２）日本語指導を必要とする外国人児童生徒のためのサポート体 

制の現状について 

日本語指導を必要とする児童生徒のためのサポート体制は全 

体としてどのようになっているか、伺う。 
 
（３）ダブルリミテッドの子供たちへの対応状況について 

ア ダブルリミテッドの子供たちの把握状況について伺う。 

イ 外国人児童生徒の日本語力レベルはどのように把握されて 

いるか、伺う。 
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個人第 13 号 氏 名   野々川 嘉則   

 

質 問 項 目 

№ １ 
公用車の管理について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

職員は日々業務に精励し、毎日現場に出向く職場も多々ある。公

用車で出かけ、途中で車両のトラブルが発生した場合、相手宅等に

予約時間に着けないことが発生するとなると、市民サービスの低下

と言われても仕方のないことになるので公用車を安全な状態で管理

していく必要がある。 

 

（１）公用車買い替え基準について 

ア 公用車の車両の買い替えの基準はどうなっているのか伺う。 

  イ 基準を超えている車両がある場合の安全確保はどのように 

行っているのか伺う。 

 

（２）長期使用車両について 

小牧市土地開発公社所有のステップワゴンは、平成１０年５ 

月に取得し、既に２４年経過しているが、使用している状況に 

ある。 

小牧市所有の公用車も同様に長期にわたって使用している実 

態はあるのか伺う。 

 

（３）冬季装備について 

近年、降雪は年に数日となっている。外出の多い部署では、 

公用車のスタッドレスやタイヤチェーンといった冬季装備が必 

要であると考えるが、その保有状況について伺う。 

 

（４）電気自動車導入について 

電気自動車は、環境にやさしいと言われており、災害時にも 

活用できると言われている。 

小牧市の導入の考え方を伺う。 
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個人第 13 号 氏 名   野々川 嘉則   

 

質 問 項 目 

№ ２ 
公共施設の電力供給について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

ウクライナ情勢等により原油価格が高騰してきており、電気料金

も価格上昇し、新電力の事業を撤退する企業もある。市の公共施設

は災害時に避難所として活用されるため電力を安定して確保するこ

とが重要である。 

 

（１）市役所・市民センターの電力契約について 

光熱費のうち電力について、どの業者とどのような契約を行

っているのか伺う。 

 

（２）災害時の電力需給について 

市役所は、災害時でも安定した電力供給を受給している必要 

があると考える。 

ア 災害時の停電等に備えた非常用発電設備について伺う。 

イ 市民センターの災害時の停電等の対応について伺う。 
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個人第 13 号 氏 名   野々川 嘉則   

 

質 問 項 目 

№ ３ 
人口減少・少子化に伴う学校統合について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

令和２年２月に策定した「小牧市まちづくり推進計画 第 1 次基

本計画」での長期的な人口の見通しでは、本市の人口は今後、減少

していくことが見込まれている。 

 

（１）東部地区の児童生徒数について 

ア 小学校の児童数の推移について伺う。 

イ 中学校の生徒数の推移について伺う。 

 

（２）空き教室の状況について 

ア 現在東部地区小学校で空き教室がどれくらいあるのか伺う。 

イ 同様に中学校の空き教室はどれくらいあるのか伺う。 

 

（３）学校の統合について 

   令和２年３月策定の「小牧市学校施設長寿命化計画」や、令

和４年３月改定の「小牧市教育振興基本計画」にも、学校施設の

減築、 統合等や空き教室の有効活用等を図ることや、今後、児

童生徒数を見通す中で、必要に応じて学校規模の検討を進めて

いく必要があるとされている。 

ア 現状の検討状況について伺う。 

イ 今後の対応について伺う。 
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個人第 14 号 氏 名   谷田貝 将典   

 

質 問 項 目 

№ １ 
住み続けたいランキング２０２２年版について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

例年、広告代理店や不動産会社等が、住みたい街・住み続けたい

街のランキングを発表している。その中において、民間の２０２２

年住民の実感調査による｢住み続けたい街（自治体）｣ランキングが

発表されたが、本市は、愛知県内６５市区町中、４７位の順位とな

った。ちなみに、上位は１位長久手市、２位昭和区、３位東区と続

き、市としては、大府市が５位にランキングされた。大府市は市民

の健康づくりが人気だ。長久手市は名古屋市のベッドタウンとして

便利で子育て支援の充実等の評価が高い。他企業調査の財政健全度

ランキングでは本市が県内６位、全国７位のものもあるが、定住促

進には、ランキングの結果を分析し上位に上げる必要がある。 

 

（１）住み続けたい街（自治体）ランキングの結果について 

   今回の結果を踏まえ、どう受け止め、結果を分析する必要が 

ある。 

ア 今回の結果をどう受け止めたか問う。 

イ 結果をどう分析するか問う。 

ウ 本市の魅力は何か問う。 

エ 本市の他市に劣るところは何か問う。 

オ 市民はもとより、他市町村へ本市のＰＲはどのようにされて 

いるか問う。 

カ ランキングを上げるため、今後、どのような戦略で本市の魅 

力をアップさせるか問う。 
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個人第 14 号 氏 名   谷田貝 将典   

 

質 問 項 目 

№ ２ 
保育士不足について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

保育士不足は、社会的問題となっている。女性が大半の保育士の

仕事は、結婚・出産・介護など、離職や育休になる事が多いが、そ

の際、保育士不足の問題があり、制度としてはあっても、休みにく

い、時短勤務しにくいなどの環境にあると相談をうけた。また、勤

務園に自分の子を入れられず送迎ができない等、保育士を続けたく

てもできない問題が多々あり、早期に改善すべきだ。 

 

（１）保育士公募について 

ア 近年の保育士(正規・非正規)公募は何人枠に何人応募があっ 

たか問う。 

イ 非正規より、正規を増やす必要があると考えるが、正規枠を 

増やす考えを問う。 

ウ フリー保育士は１園に何人配置されているか問う。 

 

（２）保育士の離職率について 

保育士の離職は、結婚、出産、親の介護など家庭の問題など 

の理由が主と思うが、その他にも様々な理由により、離職に至 

ると聞く。保育士不足解消の為にも離職率を下げる必要がある。 

ア 他市と比べ、近年の保育士離職率について問う。 

イ 離職の理由を問う。 

ウ 離職率を下げる為の対策を問う。 

 

（３）保育士の待遇について 

保育士の大半は女性であるが、育休後、働きにくい環境であ 

ると聞く。女性の活躍が注目される昨今、女性が育休後復帰し 

やすく長く働きやすい環境に努めるべきだ。 

ア 他市では可能にも関わらず、本市は保育士が自分の子を勤務 

園に入れられず、送迎など出来ず困っている。希望があれば同 

じ保育園に通わせられるようにすべきだが所見を問う。 

イ 休みや時短勤務を実質とりにくいと聞くが、気軽にとれるよ 

うにすべきだが所見を問う。 

ウ 育休明け４月復帰が、暗黙のルールになっていると聞くが、 

いつからでも復帰できるようにすべきと考えるが所見を問う。 

 

（４）今後の対策について 

子ども子育てＮo.１都市を目指す本市において、保育士が長 

く安心して、働くことができる環境づくり、働きながら子供を 

産み育てられる体制づくりは重要だが、今後の課題対策を問う。 
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個人第 15 号 氏 名   大上 利幸    

 

質 問 項 目 

№ １ 
小中学校の生理用品無料配置について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

篠岡中学校ＰＴＡの方から「学校のトイレに生理用品を配置した

いが保健室の在庫を使うことが許可されない」と相談を受け、教育

委員会へ現状の確認と要望を伝えたが現状の保健室渡しには課題が

あると感じています。 

 

（１）学校トイレへの生理用品無料配置について 

篠岡中学校保健室の在庫約２５０個は使用の許可をされた 

が、不足する数量に関してはＰＴＡの寄附やリサイクル活動で 

費用を捻出するしかないと聞いています。 

市が費用を負担するべきだと考えるが見解を伺います。 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
発達性読み書き障害（発達性ディスレクシア）について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

発達性読み書き障害（発達性ディスレクシア）は、話したり、話

を理解したりには問題ないが、文字を読んだり書いたりが難しいと

いうものです。 

小牧市では、発達性読み書き障害を理解している先生・保護者・

子供が少ないため、周りも本人も気付きにくく、これまで多くが見

過ごされ、子供たちが「努力不足だ」と周りから怒られたり、「自分

は頭が悪いのだ」と自分を責めたりして、幼いうちから自尊心を失

ったり、学習意欲が低下したりと、深刻な問題につながっています。 

発達性読み書き障害の子供と保護者のため、早期の対応が必要で

あると感じています。 

 

（１）発達性読み書き障害の対応について 

早期検査（小学１年生）の必要だと考えるが見解を伺います。 
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個人第 16 号 氏 名   石田 知早人   

 

質 問 項 目 

№ １ 
小牧市における小中学校の教育について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

本市では、平成２９年３月に、平成２９年度から令和８年度まで

の１０年間を計画期間とする「小牧市教育大綱」と「小牧市教育振

興基本計画」が策定されている。「教育大綱」については、基本理念

である「郷土の歴史を礎に、市民とともに愛と夢、生きる力を育み

ます」と普遍的なものである。 

「教育振興基本計画」は、計画期間１０年間のうち５年間が経過

し、令和４年３月に中間見直しによる改定が行われた。計画の基本

目標の１つ目には、確かな学力の定着を目指す「学び合う学び」を

基本とした授業の推進がある。 

 

（１）小牧市の教育の柱である「学び合う学び」の推進について 

ア 「学び合う学び」のこれまでの成果について問う。 

イ  ICT を活用した「学び合う学び」の推進について問う。 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
公立保育園正規保育士の適正配置について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

公立保育園の正規保育士の適正配置については、令和２年７月に

発生した誤嚥事故を契機に設置された重大事故検証委員会において

「保育経験の蓄積が期待できる正規保育士の複数配置ができるよ

う、市において採用計画を検討する」という再発防止策が示され、

「正規職員を中心とした保育士配置の充足を図り、安全で安心な手

厚い保育を実施する」よう提言があった。 

 長期的に安定した保育業務を行うためには、保育士の年齢構成を
考慮した計画的な採用が必要である。 

（１）正規保育士の職員配置について 

今後の正規保育士の採用計画を問う。 

 

（２）正規保育士の退職及び採用状況について 

毎年一定の正規保育士が退職していると聞いているが、直近 

３年の公立保育園の正規保育士の退職者数と新規採用者数を問 

う。 

 

 

 

 


